
甲の役割
彦根市 愛荘町 豊郷町 甲良町 多賀町

ア　医療

 医療機関
の機能分
化とネッ
トワーク
化

圏域内の限られた医療資源を有効に
活用し、地域医療体制の強化を図る
ため、圏域内各医療機関相互の役割
の明確化、機能分化、連携強化、
ネットワーク化を促進する。
a　急性期から回復期、維持期、在宅
療養等への切れ目のない医療を適切
かつ効率的に提供できるよう、圏域
内各病院や診療所の役割分担をより
明確にし、医療機関相互の連携強化
を図る。
b　第二次救急医療、小児救急医療等
について、輪番制による病病連携に
より、救急車の受入れを断らない救
急医療体制を確立する。
c　周産期医療の充実を図る。
d　画像情報等の診療情報を医療機関
の間で送受信し、診療に活用できる
システムを構築する。
e　圏域内の医療関係者が情報を共有
するとともに、役割分担および連携
を図る。
f　第一次救急医療体制を担う休日急
病診療所の充実を図る。
g　訪問看護ステーションの充実を図
る。
h　要医療・要介護者等の身体機能の
維持・回復による自立に向けた、リ
ハビリテーション広域支援機能の充
実を図る。

a　圏域内唯一の公立病院である
彦根市立病院を中心として、圏
域内各医療機関の役割の明確
化、機能分化、連携強化および
ネットワーク化を促進する。
b　第二次救急医療、小児救急医
療等について、救急車の受入れ
を断らない救急医療体制を確立
するとともに、感染症および災
害拠点体制の充実など、彦根市
立病院の機能維持、拡充および
安定した経営基盤の確立に努め
る。
c　地域医療の連携のため、各医
療機関・施設に対し、必要な支
援を行うとともに、病院と各医
療機関・施設との連携を図り、
圏域における医療体制の確立な
らびに地域医療に関する普及・
啓発を行う。
d　休日急病診療所、訪問看護ス
テーション、リハビリテーショ
ン広域支援機能などの充実を図
る。

地域医療の連携のため、各医療
機関･施設に対し、必要な支援を
行うとともに、住民に対し、地
域医療に関する普及・啓発を行
う。

圏域内の中核的医療機関である
豊郷病院の機能の維持拡充のた
め、必要な支援を行うととも
に、各医療機関・施設との連携
を図り、周辺市町の医療体制の
確立ならびに地域医療に関する
普及・啓発を行う。

地域医療の連携のため、各医療
機関･施設に対し、必要な支援を
行うとともに、住民に対し、地
域医療に関する普及・啓発を行
う。

左に同じ

(ｱ)　障害
者(児)福
祉サービ
スの充実

 高い専門性を要する障害者(児)に対
する相談業務および支援が行えるよ
う、圏域内の市町が共同して障害者
支援に関する業務を実施するととも
に、必要なサービス提供基盤の整備
を促進する。

a 乙および関係機関と共同し
て、障害者支援に関する相談支
援事業、地域活動支援センター
事業などの委託業務等を実施す
るとともに、圏域内の障害者
ニーズに対応できるようサービ
ス提供基盤の整備を促進する。
b 相談支援事業、地域活動支援
センター事業などの共同委託業
務に係る事務処理については、
甲が代表して行う。

a  甲および関係機関と共同し
て、障害者支援に関する相談支
援事業、地域活動支援センター
事業などの委託業務等を実施す
るとともに、圏域内の障害者
ニーズに対応できるようサービ
ス提供基盤の整備を促進する。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

(ｲ)　次世
代育成支
援策

a　次代を担う子どもの成長および保
護者による子育てを支援するため、
その方策および保育所・子育て支援
センターなどの施設機能等につい
て、情報交換などによる連携・充実
を図る。
b　支援者(職員)自身の資質向上や新
たなボランティアの育成等に関し、
ネットワーク化を図るなどにより、
安心して子育てができる環境整備を
促進する。

圏域内の子育て支援ネットワー
クを構築するための組織を立ち
上げ、主宰する。関係支援者の
資質向上および人材育成に関す
る研修・講座等を乙とともに企
画・実施し、ネットワークを運
営する。

甲と共同してネットワークの企
画運営に参画するとともに、地
域における子育て支援者の育成
に努め、環境整備を促進する。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

乙の役割

イ　福祉

(1)
生活
機能
の強
化

視点 政策分野 施策名 取組の内容
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甲の役割
彦根市 愛荘町 豊郷町 甲良町 多賀町

乙の役割
視点 政策分野 施策名 取組の内容

ウ　教育

圏域内図
書館相互
の多様な
ネット
ワークの
構築およ
び連携な
らびに拠
点図書館
の整備に
よる図書
館サービ
スの充実

圏域内図書館における相互利用のた
め、図書館資料の物流などの多様な
ネットワークを構築するとともに、
拠点図書館を整備することにより、
圏域住民の誰もがどこでも利用しや
すい図書館サービスの環境整備を推
進する。

圏域の拠点となる図書館を整備
する。乙および関係機関と連携
して、圏域内図書館における資
料・情報、人・組織、図書館資
料の物流などの多様なネット
ワークの調整と構築に取り組
み、甲の住民を始め、圏域住民
への図書サービスの充実・向上
を図る。

甲と連携して、圏域内図書館で
の多様なネットワークの調整と
構築に取り組み、乙の住民を始
め、圏域住民への図書サービス
の充実・向上を図る。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

エ　産業
振興

びわ湖・
近江路観
光圏構想
の推進お
よび農山
村と都市
との交流
促進によ
る観光振
興

びわ湖・近江路観光圏構想の推進な
どを通じ、圏域内相互の連携によっ
て観光圏を形成し、その観光の魅力
の増進により国際競争力を高め、内
外からの観光客の来訪および滞在の
促進を図る。

a びわ湖・近江路観光圏構想の
推進などを通じ、「“三方よ
し”のふる里づくり」を基本コ
ンセプトとし、体験型観光やツ
アーの企画など、圏域内相互の
連携によって観光圏を形成す
る。
b 旧城下町および中山道を始め
とする歴史的風致の維持向上、
佐和山、荒神山、お浜御殿等の
観光資源の発掘整備、彦根城の
世界遺産登録に向けた取組な
ど、歴史・文化・景観のまちづ
くりを通じ、乙および関係機関
と連携し、圏域内の観光の振興
を図る。
c 広域的な連泊型観光、着地型
観光などによる滞在型観光を目
指し、乙および関係機関と連携
しながら圏域内の観光の振興を
図り、地域の活性化に取り組
む。

a　左に同じ
b 湖東三山「金剛輪寺」、金剛
苑などの乙の観光資源および中
山道、旧愛知郡役所などの歴
史・文化遺産を総合的に利活用
した「まちじゅうミュージアム
構想」の実現を図るとともに、
この構想の核となる施設の整備
に取り組む。

a　左のaに同じ
b 豊郷小学校旧校舎群を始め、
中山道周辺の歴史・文化的遺産
の保存活用を図り、甲と連携し
て圏域内の観光の振興を図る。

a　左のaに同じ
b 交流拠点である「ふるさと交
流村」を核施設として、体験農
園によって積極的に都市との交
流を図るとともに、グリーン
ツーリズムなど、観光の振興を
図る。

a　左のaに同じ
b 多賀大社、河内の風穴、高取
山ふれあい公園などの観光拠点
施設の整備を行うなど甲と連携
して、圏域内の観光の振興を図
る。
c 「高取山ふれあい公園」での
青少年健全育成のための林業体
験施設整備を行う。

オ　環境 環境

a　低炭素社会の構築のため、地域ぐ
るみで行う環境保全活動を圏域全体
に推進する。
b　豊かな生態系を有する琵琶湖の水
質保全のため、河川流域単位を中心
に水質保全活動を推進する。

a 甲は、「彦根市低炭素社会構
築都市宣言」を実践し、「地域
行動計画」を中心に、自然エネ
ルギーの活用や省エネルギー・
省資源への取組を行うととも
に、甲の区域における地域ぐる
みで行う環境保全活動を推進す
るほか、乙と連携し、乙の区域
内における温室効果ガス排出量
算定や低炭素社会構築の活動推
進に協力する。
b 甲は、生活排水対策推進計画
等に基づき、生活排水や農業濁
水など発生源ごとの対策を乙や
区域内の事業者および住民団体
等と連携し、啓発を中心に水質
保全活動を推進する。

a　乙は、甲と連携し、地域ぐる
みで行う環境保全活動を推進す
る。
b  二酸化炭素の排出を抑えるた
めの資源活用として、太陽光発
電、バイオマスエネルギーなど
の自然エネルギー活用事業を推
進する。
c　乙は、甲や区域内の事業者お
よび住民団体等と連携し、啓発
を中心に水質保全活動を推進す
る。

a　左のaに同じ
b  左のbに同じ
c　左のcに同じ

a 二酸化炭素の排出量の少ない
自然エネルギーの利用を増や
し、温暖化防止のため策定した
「甲良町地域新エネルギービ
ジョン」に基づき、交流拠点施
設である「ふるさと交流村」
に、太陽光発電、バイオマスエ
ネルギーの自然エネルギーや高
効率エネルギー事業に取り組
む。
b 「甲良町地域新エネルギービ
ジョン」に基づき、自然流下方
式の上水道配管やかんがい用水
パイプラインシステム等の水資
源を活用し、小水力発電事業に
取り組む。
c 「甲良町地域新エネルギービ
ジョン」に基づき、町内の公共
施設、親水公園、駅前広場等に
行政が率先して、新エネルギー
事業に取り組む。
d　左のcに同じ

a 間伐の促進による水源かん養
と二酸化炭素の削減に取り組
む。
b 新エネルギー、省エネルギー
の導入促進を図るため、バイオ
マスタウン構想を公表し、木質
バイオマスを中心に地域のバイ
オマス利活用に取り組み、地域
の森林資源の再開発を図る。
c　左のdに同じ

(1)
生活
機能
の強
化
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甲の役割
彦根市 愛荘町 豊郷町 甲良町 多賀町

乙の役割
視点 政策分野 施策名 取組の内容

カ　ごみ
処理

ごみ処理
の広域化

一般廃棄物(ごみ)処理に係る広域化
の推進を図るため、この事業実施主
体となる一部事務組合の設立に向
け、地域の実情に応じた広域化の実
現に向けて取り組む。

ごみ処理の広域化の推進を図る
ため、課題や体制等について研
究し、素案を策定する。

ごみ処理の広域化の推進を図る
ため、体制等の課題解決に向け
て、甲とともに取り組む。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

キ　消防
および救
急搬送

消防およ
び救急搬
送

甲が乙から受託した消防業務および
救急搬送業務(搬送中の救急救命士に
よる医療行為を含む。)において、業
務の円滑な運営を図るとともに、医
療機関との連携を図りながら、救急
搬送のネットワークを築き、圏域内
の連携の強化を図る。

乙および関係機関と連携して、
圏域内における情報収集や業務
の円滑化を図る取組など、圏域
住民へのサービスの充実・向上
を図るための施策の構築を図
る。

(記載なし）

a 受益に応じた経費を負担す
る。
b 甲と連携して、圏域内での調
整や業務の円滑化を図るため、
住民への啓発等を行う。

左に同じ 左に同じ

ア　地域
公共交通

地域公共
交通ネッ
トワーク
の構築

a　彦根市の地域公共交通総合連携計
画と圏域内４町の連携計画との整合
を図り、圏域内における公共交通の
共通課題の解決に向けて調査研究、
実証運行等を連携して取り組む。
b　西日本旅客鉄道㈱および近江鉄道
㈱と連携強化を図り、それぞれの鉄
道へのアクセス向上のため、デマン
ドタクシーなど多様な交通体系を構
築するとともに、JR稲枝駅改築など
駅関連施設や駅周辺施設などについ
て、効率的で、環境にやさしく、高
齢者等に対応した取組を推進する。
c　商店街、医療機関、企業、観光地
等の所在地、イベント等の情報発
信、路線バス等の分かりやすい経
路・ダイヤ案内や、安全安心なバス
停等の整備を総合的に取り組む。
d　圏域内の公共交通の利用向上を図
るため、関係団体や関係機関と連携
し公共交通の啓発に取り組む。
e　圏域内の公共交通ネットワーク化
を図るため、道路管理者など関係機
関との連携協力体制の構築および圏
域として必要な道路網整備に取り組
む。

a　彦根市地域公共交通総合連携
計画を踏まえ、圏域内における
移動動態や圏域外の動向を見定
め、圏域の総合的な公共交通
ネットワークの構築に取り組
む。
b　圏域内の連携計画の推進と併
せ、圏域内の各市町の負担割合
や実証運行に伴う調整や検証を
行う。
c　連携計画の推進に関する施設
整備や啓発活動等を行う。
d　道路管理者など関係機関との
連携協力体制の構築を図る。

a 甲と共同して、総合的な公共
交通のネットワークの構築に取
り組む。
b 甲と共同して、圏域内の負担
割合や実証運行に伴う検証を行
う。
c 甲と共同して、連携計画の推
進に関する施設整備や啓発活動
等を行う。
d 甲と共同して、道路管理者な
ど関係機関との連携協力体制の
構築を図る。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

イ　(仮
称)湖東三
山スマー
トイン
ターチェ
ンジの整
備

(仮称)湖
東三山ス
マートイ
ンター
チェンジ
の整備

(仮称)湖東三山スマートインター
チェンジの建設促進を図るととも
に、このインターチェンジに対する
アクセス道路の整備やインターチェ
ンジを活用した工業団地や観光開発
などの地域振興策について連携して
取り組む。

(仮称)湖東三山スマートイン
ターチェンジの建設促進を図る
とともに、このインターチェン
ジに対するアクセス道路の整備
やインターチェンジを活用した
観光開発などの地域振興策につ
いて連携して取り組む。

(仮称)湖東三山スマートイン
ターチェンジの建設促進を図る
とともに、このインターチェン
ジに対するアクセス道路の整備
やインターチェンジを活用した
工業団地や観光開発などの地域
振興策について連携して取り組
む。

(仮称)湖東三山スマートイン
ターチェンジの建設促進を図る
とともに、このインターチェン
ジに対するアクセス道路の整備
やインターチェンジを活用した
観光開発などの地域振興策につ
いて連携して取り組む。

左に同じ 左に同じ

ウ　バイ
コロジー
自転車道
の整備促
進と自転
車道ルー
ト(マッ
プ)の整備

バイコロ
ジー自転
車道の整
備促進と
自転車道
ルート
(マップ)
の整備

環境にやさしい自転車優先道路の整
備促進を図り、圏域内を自転車で往
来できるよう、圏域市町間や鉄道各
駅からの自転車道ルート(マップ)の
整備を図る。

環境にやさしい自転車優先道路
の整備促進(一般河川堤防敷の利
用)、圏域市町間自転車道ルート
(マップ)の整備を図る。

環境にやさしい既存自転車道の
整備促進を図るとともに、圏域
市町間や近江鉄道愛知川駅から
の自転車道ルート(マップ)の整
備を図る。

環境にやさしい既存自転車道の
整備促進を図るとともに、圏域
市町間や鉄道の駅からの自転車
道ルート(マップ)の整備を図
る。 左に同じ 左に同じ

(2)
結び
つき
や
ネッ
ト
ワー
クの
強化

(1)
生活
機能
の強
化
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甲の役割
彦根市 愛荘町 豊郷町 甲良町 多賀町

乙の役割
視点 政策分野 施策名 取組の内容

(2)
結び
つき
や
ネッ
ト
ワー
クの
強化

エ　地域
の生産者
や消費者
等の連携
による地
産地消

地域の生
産者・消
費者等の
連携によ
る地産地
消の推進

a　JA等関係機関と連携し、農産物を
より安全・安心に生産できる体制整
備を図る。
b　学校給食を始め直売所や社員食堂
等における地元農産物の安定的な利
用拡大を図る。
c　圏域内の生産者と消費者が「顔が
見え、話ができる」関係に基づく地
産地消を推進する。

a 乙および関係機関と連携し
て、地元農産物に対する学校給
食を始め直売所や社員食堂等の
ニーズを把握し、圏域内での生
産の計画を具体化するととも
に、学校給食等への供給体制整
備、供給システムづくりに努め
る。
b 圏域内での農産物供給拡大を
推進するため、乙と連携して、
ニーズに合った農産物の生産拡
大を図る。

a 甲と連携して、圏域内での生
産の計画を具体化するととも
に、学校給食等への供給システ
ムづくりに努める。
b 圏域内での農産物供給拡大を
推進するため、甲と連携して、
ニーズに合った農産物の生産拡
大を図る。
c 地元の間伐材の利活用促進な
ど林産物の需給拡大のためのシ
ステム構築を図る。

a　左のaに同じ
b　左のbに同じ

a　左のaに同じ
b　左のbに同じ
c ふるさと交流村拠点施設（農
産物直売所・加工室、レストラ
ン、道の駅）を整備する。当該
施設を地元のみならず圏域を含
めて利活用できる施設として、
地域農産物の供給拡大を図る。

a　左のaに同じ
b　左のbに同じ
c 地元の間伐材の利活用促進な
ど林産物の需給拡大のためのシ
ステム構築を図る。

ア　職員
の人材育
成等

職員の人
材育成等

職員の資質および政策課題への対応
力等を高め、地域をけん引する人材
の育成を図るため、合同による研修
や研究等を行う。

a 甲が職員研修を実施するに際
し、乙の求めに応じて、乙の職
員に当該研修への参加の機会を
設ける。
b 甲乙共有の政策課題等につい
て、甲がその対応策等を研究す
るに際し、乙の求めに応じて、
乙の職員に共同で研究する機会
を設ける。

a 乙が職員研修を実施するに際
し、甲の求めに応じて、甲の職
員に当該研修への参加の機会を
設ける。
b 甲乙共有の政策課題等につい
て、乙がその対応策等を研究す
るに際し、甲の求めに応じて、
甲の職員に共同で研究する機会
を設ける。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

イ　職員
等の交流

職員等の
交流

専門性を有する業務において、業務
ノウハウの提供および吸収をするこ
とで、圏域全体の行政力向上を図る
ため、職員の人事交流を行う。

a 乙において改善等が必要な政
策分野の業務ノウハウを提供す
るため、乙の求めに応じて、甲
の職員を乙に派遣する。
b 乙において改善等が必要な政
策分野の業務ノウハウの吸収に
資するため、乙の求めに応じ
て、甲は乙の職員を受け入れ
る。

a 甲において改善等が必要な政
策分野の業務ノウハウを提供す
るため、甲の求めに応じて、乙
の職員を甲に派遣する。
b 甲において改善等が必要な政
策分野の業務ノウハウの吸収に
資するため、甲の求めに応じ
て、乙は甲の職員を受け入れ
る。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

ウ　コン
ピュータ
システム
の共同利
用・共同
開発

コン
ピュータ
システム
の共同利
用・共同
開発

現在使用しているコンピュータシス
テムや今後開発予定のシステムにつ
いて、経費の削減、事務の効率化、
電算事故防止等のため、共同利用や
共同開発について取り組む。

コンピュータシステムの共同利
用や共同開発について、乙とと
もに取り組む。

コンピュータシステムの共同利
用や共同開発について、甲とと
もに取り組む。

左に同じ 左に同じ 左に同じ

(3)
圏域
マネ
ジメ
ント
能力
の強
化
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